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レイアウト図
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① 福祉岡山工場 外観
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② 返却口
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洗浄室及び洗浄
。消毒機器 写真及び仕様
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マットレス洗浄・脱水機 MRⅡ -2131SK

*マットレスを平面カゴにセット後、手作業にて汚れ、シミなどの前処理可能 !

*全自動両面吹きつけ洗浄、両面すすぎ、遠心脱水でマツトレス内部の汚れも綺麗に洗浄 !

*素材、サイズの異なるマットレス2枚を同時に洗浄。脱水可能 ! 最速処理時間14分 :

*脱水スピードは高、中、低の3段階 !マツトレスの材質やヘタリに対応可能 !

(全自動洗駆 勿論、事前に高圧洗浄機等でつ手動洗浄や、任意の操作で洗浄、すすぎ、脱水の時間設定詢 能です !)
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◎これによリフアイバー

系のマットレスは勿論
の事、ウレタン系のマ

ットレス等も同時に異
種類のマットレス洗浄
に対応出来ます。
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と ―の洗浄】 【洗浄カゴの構造】
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◎多様化するマットレス

に対応する為、従来
の厚さ70～ 130mmの
洗浄カゴを平行に2つ

装備。
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高速マットレス乾燥機 MDⅡ -4021
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Ω日到二塑聾漉耐勧庄
※ ポイラーが不要 !ク リーンで強力なガス熱源を自社開発 !低コスト低消費電力 !

※ 乾爆時間はファイバー系マットレス6枚 (3枚 X2段 )な ら最連 35分 !

※ ウオシャブルタイプのウレタン系マツトレスも高速乾爆OK!(複 数枚数同時乾燥可 )
(乾爆呻日はマツトレスの材贅.■漱や臓ホ状浣帯により変化します。また、クールダウンの時目は含まれていません,)

(マツトレスの曇六‖ 枚鍛は材■.●遭て費化します.■いすの乾嬌台数、時間は、自昌の大0き材■、構遺や豪
"で
変わります,)

◎マットレス中心まで確実に乾燥 ! そして強力な高温湿熱消毒 !

※ マットレスに高温の熱風を強制的に送り込み、表面はもちろん、中心部まで乾燥 !

※ マットレスの中心まで短時間で消毒効果 !(1財 )日本食昌分析センターにて,饉実自)
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車いす用車輪洗浄機 ピッカラー RW-031S
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新型側面ブラシは後輪が細いタイヤの側面

も、特許の回転ブラシがタイヤの「側面まで」

確実に、美しく洗浄可能 !
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オゾン水・高温高圧洗浄機 OE― three

F

ベットパーツ・車椅子・歩行器・マツトレス・エアーマット・スロープなどの

様々な福祉用具の洗浄・除菌に !

80℃の高温 +7KPaの高圧洗浄で汚れ除去。オゾン水で除薗・消臭 !高温水とオゾン水を同時に使用できます。

o洗浄作業後の作業場席を,フ ノ水洗浄すれば清量な環境を維1~で きます. 停 のぬめつ除去 |こも効果ブ、,

0他の消毒方法に比へ.人体 'こ安全なオソン水を使用
`

●最大80ての高混水で洗浄が可能 .

0噴出量 ′/lnh、 洗浄圧力 3～ 7 MPaの能力て.洗浄力IJ従来機の約 2倍 .

●熱源は三lE200V30A,灯油■カスを使用しな1ヽので.″ F気の心配がありません ,

高温言E洗浄カン
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オゾン水洗浄ガン
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電気式 オゾン水・高温水高圧洗浄機
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マルチドライヤー ED ・ ED一 DX

マルチドライヤー

電気 式 多 目的 高速 乾燥機

洗浄・消毒工程の中でボ |ヽルネックになりやすい乾燥工程を効率化  ■
車椅子・エアーマツトレス・ベツドバーツなど多様化する介護用品の乾燥に

●車椅子 2台を25分で乾燥 .

●棚を前後に2段 (付属)設置可能で、草椅子と合わせてパットを同時に処理できます。

●乾燥しにくいエアーマットレスも、 2枚を40分で処理できます。

●庫内に入る介護用品を処理可能。 (Wl.160XLl.230× Hl′400m)

o電気式で簡単操作のため、どなたでも安心して作業できます。

●前処理として当社エアープロアーで水切つすると、乾燥時間を短縮。

・覆頭

・タオ′し

・布団、力八―類
。人物乾颯に

ベットパーッ エアーマットレス 本体操作ノ(ネル

雨の日も安心。大容量 |

万―の粗福に、寝具類も

ラクラク屹嗅。
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消毒室及び消毒機器 写真及び仕様

⑥ 消毒室
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オゾン発生器
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オゾンの機能と効果

オ ゾンとは

オゾン(03)という言葉を聞いたことはありますか '例えば.有害な紫外線から生物を守る
「オゾン層」なら、ご存知の方も多いでしょう。

オブンは大気中に自然に存在し、人気を自浄する働き(脱臭・除菌)をしています.
日差しの強い海岸などでは0.03～ 0 06ppm、 森林では005～ 0 08ppmの濃度が観測されています。

オゾンは基本的に日で確認できませんが、臭いとして確認することができます。森林などの

爽やかな空気には、オゾンが含まれているのです。

オ ゾンは残留毒性があ りません。

003‐ 00`P,m

00,¨ 003

オゾンは酸素 (02)と 酸素原子 (0)に よって構成されています。
オゾン分子(03)は、きわめて反応性の高い物質であり、時間とともに安定した酸素(02)に

戻ろうとする性質をもつており.反応後は残留物を出さない、きわめて安全な物質です.

オ ゾン除菌・ 脱臭の秘密

回ロロ

●4●dP
4甲
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麒
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諷直コ

オゾンの強い酸化力は、除菌や脱臭において、その威力を発揮します.細菌や悪臭物質の

成分の多くは、酸素原子と非常に反応が速いので、オゾンによる除菌・脱臭はとても効果的

なのです。

芳香剤のように、悪臭を一時的に開じ込めるのではなく、悪臭分子を酸化分解するので、

臭いが戻ることはありません。もちろん、二次公害に繋がる有害な物質を出す心配も一切

ありません.オソンは、強力な除菌・脱臭力を持ちながら、環境に限りなく優しい物質といえ

るでしょう。

軍
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剛腕 GWD-1000T
Cヽヤせヽ 1100:

衛生管理の決定版。オゾンハワーでみえないところまで

安心清潔 !
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1.保管

保管施設

・ 迅速で安定的な供給のために必要な保管施設を確保する。

・ 使用済福祉用具保管庫、消毒庫、消毒済保管庫を区分し保管する。

・ 使用済福祉用具と消毒済福祉用具が区分して保管できる隔壁等を設ける。

・ 採光あるいは照明及び換気が十分に行える構造である。

②保管方法

・ 使用済福祉用具と消毒済福祉用具を区分して保管する。

・ 保管室内への使用後未消毒の福祉用具の持ち込みは厳禁する。

・ 保管室内への入室の際は手指の消毒をし、消毒済福祉用具の汚染防止に努める。

保管施設の衛生

・ 保管施設内は毎日清掃しその清潔保持に努め必要に応じ補修を行い衛生上

支障のないようにする。

・ 衛生上支障のないように清掃後補修内容等含めて設備管理簿に記入する。

管理

・ 管理者は保管設備、福祉用具の保管状態を月 1回以上点検し、設備管理簿及び

福祉用具管理簿に記録する。

2. ヤ肖毒

①設備内容

4

し
，く
つ
漱匡 1肯 内  容

オゾン消毒
岡」腕 1000/GヽA/D-1000T

オゾン濃度 CT値 3,000ppm・ min

オゾン水・高温高圧洗浄機
OE―three

オゾン水による除菌・消臭

サポステ エタノール、第四アンモニウム塩による除菌

消毒

ジアクリーナー 塩酸濃度 5%による清拭消毒

15

福祉用具の保管及び消毒の方法



②消毒剤の管理

・ 消毒剤等はそれぞれ分類して表示し、所定の保管庫に保管する。

・ 管理者は消毒後、消毒剤を点検し保管機器及び消毒剤管理簿に記録し管理する。

③管理

・ 消毒記録を保管機器管理簿に記録した後、福祉用具管理簿に記録する。

・ 管理者は月1回以上消毒設備を点検し設備管理簿に記録し保管する。

16



作業室 写真及び使用薬剤

③ 作業室

0 作業室内
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塗装室 写真

⑩ 塗装室
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① 塗装室内
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製品庫及び出荷口 写真

●,ヽ

⑬ 製品庫内
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① 製品庫内

⑮ 出荷口
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洗  浄

消 =口手

整 備 点 検

清  拭

梱  包

保  管

出  庫

福祉用具の消毒・保管。管理に関する手順

福祉用具取扱者は福祉用具の使用終了中止の連絡を受けたら速やかに回収

を行う。

消毒前処理として機材に関しては高温水洗浄機による洗浄及びブロア (乾燥 )

行為を行う (一部電装系は除く)。

≪マットレス≫

洗浄水にて洗浄を行いオゾン水にてすすぎ、高温の蒸気乾燥を行う。

×ウレタンフォーム等洗浄できない素材は除く。

福祉用具毎に別に定める事項に注意し整備点検を行い整備点検表に記録する。

サポステによる清拭を行い30分～1時間陰干しする。

福祉用具毎に梱包し保管する。

福祉用具毎に定められた場所に保管する。

取扱に注意し要望のあった商品を確実に出荷する。

福祉用具管理者は、使用済福祉用具を消毒庫内に搬人し、オゾン発生開始後

取 り決め時間消毒を行い、オゾン発生停止後 60分間の換気を行う。

換気後、消毒点検表に記録する。

22



福祉用具の 収・消毒
。点検・保管等の留意事項ロ

各福祉用具は下記の点に留意する

■回収

利用者の希望回収日にできるだけ、添うこと。

利用者の家財道具等に傷をつけないように心掛ける事。

細かい部品等の紛失に気を付けること。

未使用の福祉用具と混載しないこと。

■消毒

消毒済の福祉用具を保管庫に移動した事を確認した後、使用済福祉用具を搬入すること。

換気に注意すること。

指先の消毒等衛生に気をつけること。

■保守点検

特殊寝台 草いす付属品 (クッンコン)

駆動部

損傷 変形
本体

汚損

「
元SノWの作用 劣化

モーターの作動状況 i,.'- シミの有無

モータービンの取付状態 加ヾ ―の破損

全体 外観 全体 外観

フレーム
損傷 変形 車いす付属品 (ステツキホルタ―`テーデル)

′ヽィローリンクの作動状態 本体 損傷 変形

ホ・トムセット
ホ
｀
トムの損傷 変形 全体

止めフックの損傷 付属品 組立部品の有無

べットフットホ
・―卜
ヾ
ホ―`ドの変形及び損傷 スローフ

・

付属品 組立部品 工具の有無 本体 損傷 変形

特殊寝台付属品 (マットレス除くすべて) 全体 外観

本体 損傷 変形 床ずれ防止用具

全体 外観

ボン
'本
体

操作S,Wの状態

特殊寝台付属品 (マットレス) エアーの噴出状態

本体
汚損 異 II

衰損
シーツ

ンミ有無

カハ・― 破損

全体 外観 i-7-")|
エアーセルの損傷及び破損

付属品 組立部品の有無 シ
゛
コイントハ・ルデの損傷及び破損

車いす/電動車いす ホース 損傷 変 II多

,ヽ′ド ル

ゆるみ がタ 全体 外観

付属品 ホ
・
ンフ
・
フック

レ′ヾ―の効き具合 体位変換器

フ
゛
レーキ

ワイヤーの調整具合

だンフ
・
本体

操作S川の状態

タックルデレーキの効き具合 エアーの噴出状態

タックルブレーキの損傷
日 iど
,ヽ■ゴ

タイヤの空気圧の状態
シーツ

ホイール

タイヤの損傷及び磨耗 破損

軸受の回転状態 r'l -"t y I
ゴーtルの損傷及び破担

ハンドリムの取付状態 ガコイントツヾルデの損傷及び破損

ンート ン~卜 の損傷 ホース 損傷 変形

i^'- シミの有無 全体 外観

シートヘ
・ルト べルトの取付状態 付属品 ホ

・
ンフ'フック

充電装置 充電作用 手す り
ハ・ッテリー 液 量 本体ルーム 損傷 変形

計器類 作用 アームレスト 損傷 変形

ホーン 作用 全体 外観

灯火類
白むllく火T 付属品 組立部品の有無

方向指示器

全体 外観

付属品 工具/レック'レスト/充電器の有無
23

外観

ンミの有無

切れ具合

シミ有無



■保守点検 (つづき)

■保管

使用済福祉用具を保管庫内には絶対に入れないこと。

衛生的に梱包し保管管理すること。

指先の消毒等衛生に気をつけること。

所定の位置に保管管理すること。

■その他

各福祉用具の衛生管理保管庫、消毒庫内の衛生管理には十分注意をすること。

回収時は使い捨ての手袋を使うなど職員の衛生管理には十分気をつけること。

歩行器 リフト

アームレスト 損傷 変形
本体フレーム

損傷 変形

本体フレーム 損傷 変形 アクチュエーター0)作動

フ'レーキ フ
゛
レーキの効き具合

キャスター
取イ」部の状態

キャスター
取付部の状態 回転部の状態

回転部の状態 全体 外観

全体 外 観 計器類 作動

付属品
組立部品の有無 電気配線 変形及び損傷

カコ
・ バッテリー |‐幾育ヒ

歩行補助杖 充電装置 充電作用

本体 損傷 変形 手元勁W 作用

」・ムチッア音lζ 磨耗 劣化

付属品全体 外観

ク
｀
リッフ・ 音β 劣化 汚れ

徘4口 1感矢日PS 自動排泄処理装置

送信部 選曲SノWの機能 本体 損傷 変形

全体 外観 電気配線 変形及び損傷

受信部
報知器の機能 センサー部 機能

コードの破損
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製品区分 消毒個所

洗浄 消毒

水

洗

浄

品

温

水

洗

浄

局

圧

水

圧

洗

浄

品
,日
イコ】

乾

燥

ブ

ロ

ア

乾

燥

オ

ブヽ
ン

,肖

=
'テ

サ
ヨコ

'|｀

ス

フ
~

清

拭

特殊寝台 全体 1 2 3

特殊寝台付属品

マットレス以外すべて 1 2 3 4

マットレス 1 2 3

マットレスカバー 1

ハンドリム・握り・背もたれ・

ン~卜・ア~ム レスト
1 2

キャスター・ブレーキ・

フットレスト・フレーム
1 2

車いす付属品

クツンヨン 1

クツシヨンカバ~ 1

ステッキホルダー 11 2 3

ス ロー フ 全体 1 2

床ずれ防止用具

‐ヒリレ 1 2

マットレスカバー 11

体位変換器

セ ル 1 2

マットレスカバー 1

手す り 全体 1 2

歩行器 全体 l or l 2

歩行補助杖 全体 1 2

移動用リフ ト 全体 1

人浴用リフト 全体 1 2 3 4

徘徊感知器 全体 1

福祉用具の洗浄・消毒作業手順一覧表

4

車いす・電動車いす

ど ]ノ ″浄・消蒙一rの番号ばml″ を示す。
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福祉用具の修理及び廃却基準

【廃却】

① 一部破損で部品交換可能な物

② 一部腐食、磨耗で部品交換可能な物

③ 一部シミ、破れで補修、洗浄により復元可能な物

① 全体的な破損で修理不能な物

② 全体的な腐食、磨耗で修理不能な物

③ ンミ、ヘタリ、破損で補修、洗浄により復元不能な物

一定義―

【修理】

…

″ を♂号rιめす

品 H 部位

基準

修理 廃却
備 考

① ② ③ ④ ⑤ 0

特殊寝台 全体 ○ ○

特殊寝台イ」属品

マットレス以外すべて ○ ○ ○ 〇

マットレス ○ ○

車いす 電動車いす

車いす ○ ○ ○ ○

電動車いす ○ 〇 ○ ○

車いす付属品

クッション ○ ○

ステッキホルダー ○ ○

スロープ 全体 ○ ○

床ずれ防l「用具

エアーマット ○ ○ ○ ○ 〇 ○

マットレス ○ ○

体位変換器

エアーマット式 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

クツンヨン ○ ○

手すり 全体 ○ ○ ○ ○

歩行器 全体 〇 〇 ○ ○

歩行補助杖 全体 〇 ○ ○ ○

移動用リフト 全体 ○ ○ ○ ○

入浴用リフト 全体 ○ 〇 〇 O

徘徊感知器 全体 ○
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